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審評

？）現われではなく，むしろ政治的進歩の正常なプロセス

ーあると持摘して）、yが，加わ相対下実的主主肢と，「ノ： f

1ンは；l'Iけ－eひJ ：三えるーとによっ ζ0）.／λ｝；＇うこ I
で去るJという著者のたとえで表わされる主主任感を育成

十ιl態度と j：，大戦災の進歩引なイギヴスNth＇：地政 i:/:f,, 
代表するものといえ上う。また著者はトライパリズム（土

叫 1主主で＇；ところ＇＞ョナ I' ?~ ムよ：，も強し、）J J三とど：＂，

ているが，ア 7 ＇） カにおけるイギリスの政策は分割統治

どりも種放晴子統 A しγ自治たうえ尽（unite and let th('m 

ru lぞ）で仏、Tこ正！ , •?ti. ＇り示中央政府の訟 ；＇：＿に支r':c'c’

与えている。十ショナリズムは静lf:ifJなアフリカ杜会に

γfナミ ケな力十与え＇，；，て L、う，イ，：，ィギ，，スの政泳！て

の共通性が大ぎく，またナショナリストの数が少ない／J,

といっ.・，：、れら日（士民を代表しt:＇，.、左見〆：， '') Ii /1 '' 

-c，かれらの数は将来確実に矯加してゆくという見ブj"< 
しーいるわは興味付L、。袈完封！主イギ I）スの一政情としザけ

）ょう行Jショ）・ I）ズムJi !Jrこいイ、らわγ ｜、むしんJご

りエネルギ－'f（急激な変化でなく朕実た進歩のブログう
；二協力 ｜土るこ l勺主蹴1.:c rベ5ぐと＇t'.'Ii<Lていノ
アフリカの将来は経済問i過の解決はあるという問題意

殺から，第4主主で持者はアブリカ経済の弱点とその将来

会展に区、必た条nJノあVご：L、る0 ,1，.；点と l. I あげ； ＇れ
ているものは，（］）農業のほ生産性，（2）ほとんどの地域で

l'I作農の J ステ l ＇.＇..：＇；；：い，（＇：；投資 IT！不足に γ ＜，公共政（1//1

の不完全，（4）一氏コぺランスっとれfょ多角的な経済がな

い，（5）主要産物の価機の不安定，（6）アフリ力人口J商業お

l、（ゾ工業γおける；，yruの制iぷと企業家，経＇／，＇（ 1~ の不 Ji',

(7）問題点および潜夜している可能性を知るための科学的

t1芯の不叩 (8）教（！＂fi＼度。，Iえさと熟糾iーの不足であ

一 ょう.，；IJ量点たJ¥ ）ア・＇ Iカ諸k，！ぶ政治的独立をほJえ
しても，外部からの援Jl)Jは必要であるのアフリ力 rJ)fキ〆〉

f:¥if的社会的問Jib，.：.法立ιJ.，て ，，iV1＇決は JないJに
しかしそのような問題が解決されるまて守独立合任期すら

竺土11-許雪れない J この「うな芋IJ臨f元：ら， ：子慣は経i行JZ
UJ，；独立111，＇）新ト t事情r'7:t入タ（「｝れる＇ ，：，な形仁継

続されねばならないとする。そしてまだ独立に達しない

佑民地に日ちイギ l スは経済li'J・社会的進歩4行ったれ’H

J工政治上の進歩そもたらす義務があると主張していあ

以上め ろに伊ロノ本は三詳述付lこl：宍かれてし、なし、がち

ノレ LいJ 、 ゾ数f'-) ＇.＇.＇、か才、 Lノず多くし〉）問題人，，＿＇三ふれ ＇－、

る。過去のイギリスの業績を過大に評価してその罪悪に

;,J lてL、，＼、点いなL：こな＿，，，・：可 アづ iカのJJ.;,ti一直面 l-. 

いる問題いは公平な立場公保っておけ，梢民地行政μ従

事しもこいるイギリス人の中でも！）ベう Jしな附の考え Jj/,., 

［に｝；，t 7. ' .） とLιjことヌ きる
（東京大学大学院 -,',' IJ-1 /j火）
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孟 『共産主義中国とアジア』

r A DりakBarnelt. Co仲imunistChi持G and As日
Challenge to American Poliりy Published for tlw 
ii Council on Forei旺nRelations. New York: Harper 
t & Brothers, 1960. Pp. 575. 

共産主義中国がアジアの大国として成長しているとい

う然視寸／；；；，ら円三現実寸前にしど，そのゆI般に今j走／

メナカ＇主い／引に対応すぺ舎かという問題は，さきに発表

せれたコンロン報乎？にもみムれるように今後のアメリカ

にfo'ff-') ,r,-婆な治午F点と，P亡ノ〉うと［ごいる 本書i上 九

らの問題にあらゆる観角から検討を加えた包括的・本格

的研究，H〔ある ι｝従来のγ ぷりがおける中ドl論Li.慨し

て感情的傾向が強く，また問題を単に軍事的観点からの

ぷi制儲1，うわであった。 -_ C）点著者u現在ctfi111国力，）！兵

l長と義｜止界に対LC企てつ JJある挑戦はイデオロギー，

政治．終済軍事にわた Jて多角的7注意味合有すぞi（，の

＼あ I)' このこと ！，－徹底的に理解L；ニう去ぐ－，7 ;,1 llり状

況在の状況に対応する有効な現実的・弾力的なアジア政

治を展ll,Ilなけいばならたいと l:：似してL、；：。本｝： 1主

Council on Foreign Relationsが組織する StudyGroup 

on Communist Chi口aand United States Policy in Aぉia

山討論カら生まれたものどが，その構成は（！）中閣の努力

消大がアメリカおよびアジアの非共産国家群の将来の政

広にい計、なる影響を与え？：凡（2Jrド同はし、βなる ｝；法に

より関内および悶外において勢力をふるっているか，（日）

今後5.fftc ，，、し10王［の間にけいて、い7）ミf二三lJYX:策アノ三る

ことが fj リカおよびアジアの非共産国家君干のために般

ふ有利一、ふるか日、う 3/Iノり究明、ら成，y ( L、る。

1主主々、ら 3章£とは中i卦山挑戦全分析する百1J技とし

て，中国の国内的基盤の現実的把握‘中共政権の支配の

交定性，経済発肢の評価i,:，）：みてL、乙。筆行；工こ二ぐ結

論的には中共政権は現在有効な全体主義的支配権を行使

亡お 、近いjj求内li!¥i'Iりにあるトば台持政伝JこJ ｝て

樹域ずることはありえないと L，むしろ中間は急速に経

活力・＇！ FT！けJをJ¥"！大させず（/5りえ内経済成長率は！こド

tソ2f音.斗illしてν匂o まに数年の，：，t.,v二位，F工業におい

ーも日本を追い越すであ九う。このような経済成長三軍

'I，力の町J(/J：永YdヒするJにら隣接；i/'H叫に文t-tる影＼L1：りは
今後10年以内にはきんに嶋一入ずるであろうと指摘する。

4章ぅ、！＇， 12章tJは毛沢東戦略乙J基盤，外主戦術f，半事

）），共産党の転演活動，貿易，援助，経済競争，華僑，



日本および東南アジア諸国との関係，中ソ｜司盟などの問

題が豊富な資料を駆使してきわめて詳細1か＇）歴史的に述

べられており、これに対するアメサカの立場がいt:,'、ち

検討されてt、るc 中間の現在の国際的目標はアジアの大

国としての地（立の承認とアジアにおける共産主義の拡大

であるが，この目的達成のためには問k平洋からのアメ

リカの影響力の除去が必要なのσある。そしてこれらの
実現のた1ちには＂f能なあらゆる対外政策の手段が利用さ

れているのである。中闘の衝撃にアメリカ（J:.1，、かに対応

すべきか。著者はここで日中関係、を取わ Ufて従来のア

メリカの政策に批判事， ~11えている。すなわ「J中｜喝のJ旨大

rる円三ブJを中和1きせるためにはアメリザJl土安定・強力な
民主的日本会必要とするが，現症の状況では日本は自性

と責任に乏Lく、そのアジアにおいこ宋；た「ぺき役干害IJ

＇；＇（有効に県たLているとはいえなL、。てこでアメ ＇） カと

しては国際問題の処理に当たり，日本が他人に依有する

T匂癖をJ舎てfl::Ht二と秒、白性をfQ＼復するよろ常に刺激する

ことが肝要で，このためには日米双方向外交政策を調轄

する必要がある、、したがって対中国政策の決定も日米協

)JのもとになさるべきCあり，日本に無気力な迫随を）／と

めるのではなく積械がj支持を生みだす外交的連係が必要

である。まれ日中関係。〕将来についてもアメワカはされ

に柔軟な態度合とり，日本との協議を某礎として日本が

常に中国かじの攻勢で受け身i，＇.二立 J 〉現在の状況を阻j卜

しむしろアメリカグ〕支持により日本を積極化せしめ，

臼米相互の張本的利益に反しない範囲で日中間の関係樹

立合促進すぺきであ石と論じている。されに：持者a中ソ

[rt]盟の分析にJパ、て，結論的に両国は々の凶係省f強化す

ることによ h益するとニんが大であり，これを刻化－iろ

ニとによるtM欠のプjが大であるから，近い将＊に土バ1-;.:,
i山j凶関係の分裂全期待ずおことは，；y；りであるに L沖、 L[1Lj 

同関係は，経済的・ 1存事的・悩士I干Jに微妙な利'R関係7_>::'
［！＇］包していろので単純化して規定することはできたい

，アメ ＇） むとしては外交によって両民l関係に恨本的な
影響を及ぼ十ことはさきず，単に限定的な影響力，を及ぼ

しうるにすぎt；：.，、と指摘している。
13章から151Jにオ礼、て，著者は台湾問題，中国の4主総

llll題七前］じ，最後にアメワカの選択十べt道を提ぶして
いる。著名r:J::2つの中llil.l諭のうえに立っており，アメ
リヵ；土台湾との外交関係を維持する二とな明示しなが人

も適当な時総に中国をポ認し外交関係を［n］復すべきーlさあ

る、こ向上うな外交政策の転換は司アメ＇）カロ〉従 )I芝山.X-1

r＋.，凶政wは）［＇現実的 Cあると0批判な消滅5+tふことに
なリ司 lit界ι＇）－・般的支持を得る lとあんう。中国はこのぷ

うな示品（J:.・1:’けいれないかもしれないが，この場介中・

書評

：米関係正常化の阻害要因は中国側にあるとみなされる，，J

能性があり，また時期の経過とともにアメリカの受諾し

うる条件で中国側が正常化の方向に動いてこないとは断

言でさFなし、。このように論じたのち著者は，アメリカの

中国ポ認がアジアの諸国と華僑に及ぼす影響を論じてい

るが，共産主義の拡大にはたいした影響はないと結論し

ている。そして従来のアメリカの不承認政策はある程度

は共産主義勢力の進展を阻止しうるが，共産主義拡大の

阻止という問題はより基本的な国内的諸要因によるもの

であり，不／件認政策を過大評価してはならないと論じて

いる。最後に著者は「アメリカの選択すべき道」として

従米唱えられた Accomodation, Liberation, Limit政l

I》間関ureの諸政策の欠陥を指摘したのち，著者の主張す

る r:2つの中国」の政策を展開する。著者はこの政策実
行にffうl村難性や新しい障害の存在を考慮に入れなが

ら，ニの刀法がアジアにおいてより安定した状況をつく

りあげるのに役だち，アメリカに対する国際的支持を集

め，現政策が内包する危険性をl回避しうるのではなかろ

うかと主張している。

愛するに今後のアジアに沿ける戦争回避の条件は，中

闘の影響力に対してアジアの非共産主義諸国が長期的か

っ有効な競争をすることであるが，この競争の結果は，

軍事的均衡が保持されるならば園内建設の成栄によって

決主る。著者は今後のアメリカのアジア政策が同盟，｝t,
1寸出の関係を問わずアジアの非共産主義諸国の自主的な

政治的・経済的発展を援助する方向に進み，外交政策の

決定が他鼠に協議せず柔軟性のない政策をとるというの

ではなく，アジア諸国との共同行動をとりうる広範な基

礎を作らなければならないと指摘している。そして中国

の挑戦に応ずるために必要なのは，有効な対中国政策と

いう主りも，基本的には広い意味における有効なアジア

政策？あると論じて本書の結論としている。

本台における著者の見解は，アメリカのアジア政策の

批判としては特に日新しくはないが，本書の価値はこの

問題を農寓な資料によって多角的に検討している点にあ

る。 7こだ著者の見解についてf汁ーの不満を述べれば，
I 2つの中国」政策がはたして現実に緊張緩和にとって

有効むあるかどうかが十分に論証されておらず，またま

す主す発展する共産主義中国の衝撃を受けとめるには，

長期的・恨本的にみるならばアメリカのアジア政策とア

ジア諸国の国内体制はどうあるべきかがもっと具体的に

検討さるべきであろう。 「競争」に打ち勝つ方策は単に

外交手段にとどまらずアジアという場からのより某本

的・｜付在店、］な反省が加えられなければ， r 2つの中国｜
論は歴史的にはアメリカのアジアにおける後退の第 I歩

となる可能性がある。 （調査研究部 徳田教之）
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